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た。なお，時期別では5～8月に最低を示す傾向がみ

られた。
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4　ま　　と　　め

分現の時期によって泌乳曲線が相違し，ことに7月

に分壌したものは最高日量に到達する日数が早く，持

続指数も最低を示した。したがって泌乳量も低下した。

11月，1月に分娩したものでは泌乳量，持続指数と

も高く，分硬月による影響が明らかであった。

また，分娩の時期と乳質の関係をみると，無脂固形

分では率，量ともに11月に分娩したものが泌乳期間

を通じて高く，他はいずれも8％を下回った。脂肪率

は11月に分蠣したものが無脂固形分と同様に高く，

7月に分竣したものでは泌乳量と反対の傾向を示し，

平均値では11月に分娩したものに次いで高かった。

しかし，月旨肪総量では最低を示す結果となった。

このように分硬時期の違いが，泌乳期間中の気象，摂

取した粗飼料の量，質及び濃厚飼料の量に差異を生じ，

更に牛の泌乳生理に影響していることが察せられる。

乳牛に対する牧草サイレージ多給試験

青　木　章　夫

（岩手県畜産試験場）

ま　え　が　き

草地型酪農における牧草サイレージの重要性に鑑み，

粗飼料としてのサイレージ給与の場合の多給の給与適

量，及び冬期間多給した場合の牛体への影響について

検討した。

試験は，．第1試験と第Ⅱ試験とに分けて行い，第1

試験では，多給の給与適量の把握，第打試験では，適

量を冬期間給与した場合の牛体への影響について検討

した。

Å　第　Ⅰ　試　験

1　試験方法

（1）試験処理

必乳中期牛8頭を用い，4×4のラテン方格により，

慣行飼養とサイレージの給与量，少給，中給，多給の
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5水準の4処理で検討した。

（2）試験期間

Ⅰ期10日間，Ⅳ期まで40日間でi47年11月15

日から12月22日までである。

（3）飼料給与

1）必要養分量，体重‘5口吻，乳量18晦，乳脂率

ま5％に応ずる養分量，pCPで1．16物，TI川で10．5

晦とした。

2）飼料給与日量，第1表のとおりである。

5）供試サイレージ，供試サイレージは5月29日

からd月5日の間に120トン話のトレソチサイロに詰

め込んだ。材料はイネ科主体の牧草である。

第1表　飼料給与日量　　　　　　　　（極）

詰 慣 行 区 少給 区 中給 区 多給 区

朝 夕 朝 夕 朝 タ 朝 夕

牧草 サ
イレージ － 25 10 25 20 25 25 50

牧 乾 草 5 － 5 － 1 － －

乳　 配 5 4 5 4 5 4 5 4

2　試験結果

川　サイレージの品質と有機酸組成

供試サイレージのpHは4．1程度であった。有機酸

によるフリークの評点では，50－°0点であったが，

第5表　主　　な　結　果

実際の出来は，外観や臭い，また牛の嗜好性から判断

して評点よりも良いように思われた。（第2表）

第2表　牧草サイレージの有槻酸組成と品質

採 取 期 p 昆 絶 酸 乳 酸 酢 酸 酪 酸 評 点 等 級

Ⅰ 4 ．2 2．4 0 8．4 8 1．9 2 0 5 0 可

Ⅱ 4．8 5．14 0．8 9 2．2 5 0 5 5 可

Ⅱ 4．1 5．4 0 1．8 5 5．7 7 0 5 5 可

lV 4．0 4．5 1 1．5 5 2，7 8 0 d O 可

（2）主な結果（第5表）

1）乳量，乳質　統計的な有意差はないが，乳量で

は中給区の15．“g，少給区の15．4ねが良く，乳脂量

でも，少給区505．dgと中給区の495．7才2区が良かっ

た。

2）体重　体重では，多給区，中給区が他の2区よ

り多かった。

5）サイレージの採食率　慣行区と少給区では，そ

れぞれ998，9鼠0％と，ほとんど100％に近く，

中給区は98．1％，多給区では8°．0％であった。

以上の点を組合してみると，多給の給与適量は，中

給区のサイレージ45毎，乾草1毎が最も良いように

思われた。

項　 目　　　　　 処 理 区 慣　　 行　　 区 少　 給　　 区 中　 給　　 区 多　 給　　 区

ぜL　　　　　　　 量 （吻 ） 1 2 ．4　±　 2 ．5 1 5 ．4　 士　 2 ．8 1 5 ．6　士　 2 ．5 1 2 ．9　 土　 5．5

乳　　　 脂　　　 率 （％ ） 5．7 4　±　 0 ．5 7 5 ．7 8 士　 0．5 7 5 ．8 5　 ±　 0．2 8 5 ．8 1 ±　 0．2 2

乳　　　 脂　　　 量 （タ ） 4 5 R 2　 ±　 8 5 ．9 5 0 5．8　 士 1 2 5．7 4 9 5．7　 士　 7 8 ．5 4 8 2 ．4 士 1 0 1．d

体　　　　　　 重 （毎 ） 占 2 ス 0　±　 5 8 ．0 占 2 7 6 ±　 2 8 ．5 8 5 2 ．8 ：±　 2 Z d 8 4 0 ．4 ＝ヒ　 5 5 ．1

乾　 物　 採　 食　 量 （極 ） 8．4 9　士　 0 ．5 0 8 ．6 8　±　 0．4 くら 鼠0 5　 士　 0．2 9 鼠 0 4 士 1．4 8

サ イ レ ー ジ 採 食 量 （吻 ） 2 4 ．9 5　±　 0 ．0 8 5 4 ．d 5　±　 0．8 5 4 5 ．2 （～　± 1．9 4 4 7 5 0　土　 工2 5

〝　　 採 食 率 （％ ） 9 鼠 8 9 鼠 0 9 °．1 8 8 ．0

B　第　Ⅱ　試　験

1　試験方法

第1試験において，中絵区の給与量を適量と評定し

たので，同量を長期間（冬期間）給与した場合の牛体

への影響を，体重，乳量，栄養判定で検討し，慣行給

与量と平行比較した。

（1）供託牛

供試牛の選定は，試験牒的から，乳量，体重よりも

生理関係を重視して試験区の分娩時期をそろえた。対

照区には泌乳末期牛が結果的に多くなった。

（2）飼料給与量（1日1頭当り）

対照区は牧草サイレージ25時に牧乾草5吻とし，

試験区は牧草サイレージ45毎，牧乾草1晦とした。

濃厚飼料は，乳量2．5柳こ対し1毎を与え，補正は2

過ごと行った。

（3）試験期間

48年1月19日から4月15日までの12週間。
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2　試験結果

（1）供試サイレージの品質と有続酸組成

品質は第1試験よりも幾分悪く，評点でも50－60

点程度であった。

（2）栄養判定（第4蓑）

尿ケトン体では，試験区の全牛に4週目にそろって

第4蓑　栄　　養　　判　　定

榊がみられたが・8週目では軽くなり・この時期には，

対照区にも現れて差がなくなった0その他の赤血球数，

血清蛋白質，ルゴール反応では掛こ目立ったところは

なく，別段悪影響はみられなかった。

判 定

項 目
時　　　 期

試　　　　　 験　　　　　 区 対　　　　　 照　　　　　 区

8 1 7 5 9 1 0 2 4 5 4 9 5 0 9 8

尿

ケ

ト

こ／
体

開　 始　 時 ＋ － ＋ ＋ ＋ ＋ － ＋

4　 過　 日 †什 †什 †什 †什 ＋ ＋ ≠ －

8　　　　 〝 ＋ ＋ト †什 ＋ ± － †什 士

12　　　 〝 ± ± ± － － － ≠ 士

赤

血

球

数

4　 週　 目 5 5 9 8 7 占 4 9 8 4 6 0 4 9 9 5 5 4 4 5 ° 5 5 （5

8　　　　 〝 5 9 5 7 1 0 5 1 5 4 8 9 4 °1 5 （5 5 ‘5 4 5 7 2

12　　　 〝 5 2 4 8 9 5 4 5 9 5 d d 6 1 7 7 °5 5 5 5 8 0 4

血

清

蛋

白
質

開　 始　 時 7 8 7 6 7 5 7 2 7 4 7 4 7 5 7 5

4　 週　 目 7 8 7 4 ス4 7 1 7 4 7 5 7 5 7 0

8　　　　 〝 ヱ4 7 4 7 2 エ2 ‘．9 ス2 8．° 8．7

12　　　 〝 7 8 7 4 ス2 7 1 ス7 7 5 7 ロ 6．4

ル
ゴ
1
′レ
反

応

開　 始　 時 － － － － － － － －
4　 週　 日 － － － － － － － －
8　　　　 〝 ≠ － － － － － － －
12　　　 〝 」＋ － － ＋ － ＋ － －

（3）主な結果（第5表）

1）粗飼料摂取量，粗飼料の給与量を最初の1週間

の残飼より次のように補正した。試験区の102号牛は

サイレージ40如こ，対照区の50号牛と98号牛は，

乾草給与量を4昭にそれぞれ減らした。サイレージの

平均採食量は，試験区42・0毎，対照区25．0毎であり，

粗飼量の乾物摂取量は約1辱程度試験区が多かった。

第5表　主　　な　　結　　果

2）乳量，体重，平均乳量は試験区が172毎と順調

に伸び，対照区は15・“才と下がったが，泌乳末期の牛

なので当然といえる。乳脂率では試験区が5．0と低く，

対照区は5・7％であった。増体量では試験区が25物

と対照区の7毎に比して多かった。

以上の点から，サイレージを長期間給与しても牛体

への悪影響はみられなかった。

　　　 処 理 区

項　 目　　 牛 偏

l　　 試　　 験　　 区
対　　　 照　　　 区

d l 7 5 9 1 0 2 平　 均 4 5 4 9 5 0 9 8 平　 均

サ イ　 レ ー ジ 採 食 量 （平 均 幅 ） 4 5．8 4 5．2 4 4．2 5 7 1 4 2．0 2 5．0 2 5．0 2 5．0 2 5．0 2 5．0

乾　　　　 草　　 〝　 （　 〝　 ） 0．9 0．9 1．0 0．9 0．9 5 4．0 4．1 5，5 2．6 5．5 0

乾 物 摂 取 量 （サ イ レ ー ジ， 乾 草 ） R O 5 8．9 5 鼠 2 2 7 7 9 8，7 5 8．1 0 8．1 9 7 5 1 1．9 5 7 °8

開　 始　 時　 体　 重 （ 毎　 ） 6 7 4 6 4 1 占 1 1 5 0 4 d O 8 7 8 6 d 5 5 5 9 5 5 2 0 8 2 9

終　 了　 時　　 〝　 （　 〝　 ） 6 8 7 6 8 1 8 2 1 5 4 4 8 5 5 7 7 0 8 4 1 8 1 5 5 2 1 6 5 6

開　 始　 時　 乳　 量 （ 毎　 ） 1 鼠 1 2 0．4 1 5．2 1 1．9 1 8．7 1 4．8 1 2．7 2 5．2 1 1．4 1 8．0

期 間 中 平 均 乳　 量 （　 〝　 ） 1 父 0 2 1．0 1 6．° 1 2．1 1 ス2 只 4 鼠 4 2 5．5 1 0．2 1 5．8

乳　　　 脂　　　 率 （　 ％　 ） 5．1 5．0 2．9 2．9 5．0 5．4 4．1 5 ．4 5．8 5．7
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ま　　と　　め

冬場の粗飼料としての高水分牧草サイレージの多給

の給与適量を探り，牧草サイレージ45毎，乾草1毎

区が最も良いという結果が得られた。これを冬期間長

針こわたって給与した場合，牛体生理に悪影響がある

かどうか検討したが，尿ケトン体で，一時試験区の全

牛に冊がみられたが，その後の検査では軽くなり，そ

の他乳量，体重でも特に悪影響はみられなかった。な

お残念なことにこの試験では繁殖の問題には全く触れ

られていない。

濃厚飼料多給が牛乳生産に及ぼす影響

飯　　　武　勝

（福島県育産試験場）

1　緒　　　　　言

乳牛飼養型態は多頭化になるに従って，濃厚飼料に

依存する割合が多くなり，濃厚飼料の給与限界が大き

な関心となっている。このようなことから濃厚飼料を

多給した場合の泌乳，乳成分などの牛乳生産に及ぼす

影響を検討し，給与割合限界の参考に資する。

2　試　験　方　法

1　供試牛（第1表）

ホルスタイソ種双子2組4頭を用いた。

第1表　供　　試　　牛

双 子 ノ拡 生 年 月 日 産 次 分 娩 予 定月 日 摘　 要

A
A l

A 2
44． 5．29

2

2

4 7 7 2 4

1 1．10
二 卵 生

B
B l

B 2
45． 占． 7

1

1

8．17

8．27
一 卵 生

第5表　供試飼料の　成　分

2　試験期間

分棟予定50日前から分娩後20遇までの約170日

間（昭47°・－48．2）

5　試験区の構成

試験期間を通して日本飼養標準TI）plDO％給与と

し，粗飼料，濃厚飼料を第2蓑の比率で給与した。な

お，粗飼料は米国産輸入ヘイキューブを用い，ヘイキ

ューブ，濃厚飼料の成分は第5表のとおりである。

第2表　試験区の構成

区　　 分 ノ仮

給　 与　 量　 で工Ⅷ 100 ％

ヘイキューブ 濃 厚 飼 料

試　 験　 区 A I　B l 2 5 ％ 7 5 ％

対　 照　 区 A 2　 B2 5 0 5 0

水　　 分
粗 たん
白　 質

粗脂肪
可溶無

．窒素物
粗　繊 維 粗灰分

D M D C P

巳 1 5・0
1 7 d 1．5 5 5．6 2 2．5 1 2．0 8 7 D

1 竺 」

1 2 ．5 1 4 ．5 ‘．0 5 0．0 ス8 鼠4 8 7 5

4　調査項目

1）採食状況

2）泌乳量（FCM換算）

5）乳成分（脂肪率，無脂固形分，固形分）

5　試　験　成　績

双子A，B組の採食率，泌乳量（全乳量，FCM乳量），

乳成分（脂肪率，無脂固形分，固形分）の推移を第1，

2図に示した。

なお，飼料給与畳を算出する基礎体重はAl d15．0

毎，A2　°50．0毎，81495・0晦，B2　480・0毎であっ

た。

1　採食状況

分娩前の採食率は試験区のBlが若干低下したが，他


